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喜（
）寿
の
年
で
迎
え
る
正
月

な
の
で
、
も
は
や“
め
で
た
い
”

で
も
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
来

月
十
二
日
で
退
職
す
る
年
で
あ
れ

ば
、
こ
こ
ま
で
元
気
に
務
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で“
め
で
た
い

年
”を
迎
え
た
と
し
て
周
囲
に
感

謝
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に

は
退
職
す
る
と「
第
二
の
人
生
」

と
か「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」を
迎

え
る
と
い
う
が
、
私
の
場
合
は

「
第
三
の
人
生
」に
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
一
の
人
生
は
教
員
時
代
。
若

い
頃
の
中
学
校
で
苦
労
し
た
の
は

免
許（
理
科
）
外
教
科
の
数
学
・

英
語
も
受
け
持
っ
た
こ
と
。
し
か

し
英
語
の
教
科
書「
Ｊジ

ャ

ッ

ク

Ａ
Ｃ
Ｋ 

ａ

ｎ
ｄ 

Ｂベ

テ

ィ

Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｙ
」は
会
話
形
式

だ
っ
た
の
で
今
で
も
間
に
合
う
こ

と
が
あ
る
。

　

二
十
代
後
半
か
ら
の
高
校
で
は

生
物
学
だ
が
、
こ
れ
も
学
校
に

よ
っ
て
化
学
・
物
理
・
地
学
を
受

け
持
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
経
験

も
私
自
身
の
ハ
エ
の
遺
伝
子
の
研

究
で
の
化
学
実
験
や
物
理
器
具
使

第
三
の
人
生

用
の
実
験
に
大
変
役
に
立
っ
た
。

　

さ
て
、
教
師
を
退
職
し
て「
第

二
の
人
生
」を
迎
え
た
が
、
そ
の

前
半
の
南
条
町
教
育
委
員
・
同
委

員
長
・
教
育
長
の
七
年
間
も
、
学

校
管
理
職
時
代（
武
生
高
校
で
の

部
長
・
教
頭
、
武
生
工
業
高
校
で

の
校
長
）の
経
験
が
活イ

か
さ
れ
た
。

ま
た
、
教
育
長
就
任
と
同
時
に
杣

山
城
居
館
跡
地
発
掘
調
査
の
準
備

を
始
め
た
の
で
、
否
応
な
し
に
近

辺
郷
土
史
の
勉
強
が
必
要
と
な
り
、

大
き
な
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
、
町
長
時
代
の
歴
史
遺

産
の
観
光
行
政
に
役
立
っ
た
。

　

ま
た
、
二
年
間
続
い
た
合
併
協

議
会
や
、
新
町
で
の
諸
会
合
・
現

地
調
査
等
で
は
、
今
庄
・
河
野
地

区
に
も
人
脈
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
皆
様

の
お
蔭
で
、
南
条
・
南
越
前
町
長

と
し
て
足
掛
け
十
一
年
の
三
期
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
の
辿タ
ド

っ
た
人

生
を
振
り
返
る
と
、
新
し
い
任
務

に
つ
い
た
時
に
は
、
前
歴
の
苦
し

か
っ
た
経
験
が
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
で
は
、
第
三
の

人
生
の
門
出
に
当
っ
て
、
第
一･

第
二
の
人
生
で
得
た
何
を
支
え
に

生
き
る
べ
き
か
。
私
事
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
般
論
で
も
あ
る
の
で

考
え
て
み
た
い
。

①
第
一
の
人
生
よ
り

生
物
学
的
経
験
を
活
か
す

　

町
内
外
か
ら
講
演
を
頼
ま
れ
た

時
、
演
題
が
自
由
で
あ
れ
ば
、
必

ず「
生
物
学
的
健
康
法
」と
決
め

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
番
最
初

に
と
り
あ
げ
る
の
が
、
寿
命
の
男

女
差
の
問
題
。
日
本
は
世
界
一
の

長
寿
国
、
福
井
県
は
全
国
屈
指
の

長
寿
県
だ
が
、
女
性
が
男
性
よ
り

六
歳
寿
命
が
長
い
。
こ
の
大
き
な

格
差
、
不
平
等
を
問
題
に
す
る
政

治
家
は
い
な
い
。
女
性
長
寿
の
生

物
学
的
根
拠
を
３
つ
あ
げ
、
男
性

も
そ
れ
に
近
づ
き
た
い
も
の
だ
。

ａ
．発
情
ホ
ル
モ
ン（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）

　

人
間
で
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
一

種
で
、
排
卵
促
進
の
一
般
的
な
働

き
の
他
に
、
動
脈
硬
化
防
止
作
用

が
あ
る
の
で
、
女
性
は
循
環
器
系

の
病
気
が
少
な
い
ら
し
い
。
男
性

が
女
性
の
寿
命
に
近
づ
く
に
は
、

動
脈
硬
化
を
防
止
す
る

―
即
ち

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
く
て

悪
玉
を
善
玉
に
変
え
る
食
物
を
食

べ
れ
ば
良
い
。
そ
の
食
物
は
、
イ

カ
・
貝
な
ど
軟
体
動
物
・
植
物
性

～
和
の
風
～
町
長
随
想	

増
澤 

善
和

油（
特
に
オ
リ
ー
ブ
油
）・
赤
ワ
イ

ン
・
そ
ば（
ル
チ
ン
だ
が
そ
ば
湯

の
方
に
多
い
）な
ど
で
あ
る
。

ｂ
．過
労
や
過
冷
が
少
な
い

　

若
い
時
か
ら
の
、
肉
体
的
精
神

的
な
過
労
や
、
冷
飲
料
好コ
ノ
ミ・

ク
ー

ラ
ー
寝
は
男
性
に
多
く
、
老
化
現

象
を
早
め
た
り
、
免
疫
力
を
弱
め

る
。
男
性
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

や
政
治
家
は
統
計
的
に
短
命
。
適

度
に
頭
と
体
を
使
い
、
疲
れ
た
ら

冷
ビ
ー
ル
よ
り
熱ア
ツ
カ
ン燗

で
癒イ

ヤ

し
た
い
。

ｃ
．副
交
感
神
経
型（
非
闘
争
型
）

　

対
人
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
笑
い
が

多
い
の
は
女
性
。
ど
の
地
区
の
敬

老
会
で
も
、
出
席
者
は
平
均
寿
命

差
以
上
の
差
で
、
断
然
女
性
が
多

い
。
そ
し
て
会
話
が
は
ず
み
大
声

で
笑
い
、
芸
人
に
は
手
拍
子
や
拍

手
を
惜
し
ま
な
い
。
男
性
は
一
人

チ
ビ
チ
ビ
族
が
ほ
と
ん
ど
。
出
席

し
た
だ
け
で
も
良
い
方
で
、
大
半

は「
敬
老
会
な
ん
て
つ
ま
ら
ん
」

と
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
の
引
き
こ
も
り

型
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
バ
ス
旅
行
で
み
ら
れ
る

ト
イ
レ
休
憩
風
景
。
女
子
ト
イ
レ

前
は
ペ
チ
ャ
ク
チ
ャ
・
ア
ハ
ハ
の

長
蛇
の
列
。
中
に
は
男
子
ト
イ
レ

ま
で
侵
入
し
て
ア
ハ
ハ
…
。
こ
れ

が
女
性
パ
ワ
ー
の
源
な
の
で
あ
る
。

　

男
性（
雄
）は
、
外
敵
か
ら
家

族
を
守
る
た
め
に
闘
争
心
が
強
く

交
感
神
経
型
だ
っ
た
が
、
現
代
人

に
お
い
て
寿
命
を
縮
め
て
ま
で
必

要
な
の
か
疑
問
が
残
る
。

　

さ
て
、「
選
挙
は
ケ
ン
カ
だ
!!
」

と
意
気
込
む
の
は
男
性
に
多
い
ら

し
い
が
、
度
が
過
ぎ
る
と
免
疫
力

が
低
下
す
る
の
で
ご
用
心
を
。

②
第
二
の
人
生
よ
り

歴
史
遺
産
と
人
脈
遺
産
を
活
か
す

　

首
長
は
退
職
す
る
と
、
急
に
ボ

ケ
た
り
死
亡
す
る
例
が
多
い
よ
う

だ
。「
退
職
し
た
ら
の
ん
び
り
と

気
楽
に
暮
ら
し
た
い
」は
ボ
ケ
の

元
。
ボ
ケ
の
90
％
は“
ぐ
う
た
ら

ボ
ケ
”な
の
で
注
意
し
た
い
。

　

生
物
の
各
部
は
使
わ
な
い
と

退
化
す
る
。
寝
過
ぎ
る
と
頭
が

ボ
ー
ッ
と
し
、
二
～
三
日
寝
込
む

だ
け
で
足
が
フ
ラ
フ
ラ
す
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
。
医
学
で
は
廃
用

性
萎イ

縮シ
ュ
ク

、
生
物
学
で
は
用
不
用
説

と
い
わ
れ
る
現
象
な
の
で
、
体
や

頭
は
適
度
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
私
の
第
三
の
人
生
の

目
標
は
、
町
文
化
遺
産

4

4

4

4

4

を
じ
っ
く

り
見
学
し
た
り
、
軽
労
働

4

4

4

に
よ
る

家
庭
菜
園
で“
家
産
家
消
”を
実

現
さ
せ
、
た
ま
に
は
今
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
方
々

4

4

と
、
イ
カ
刺
し

4

4

4

4

で
熱
燗

4

4

を
酌ク

み
交カ

わ
し
な
が
ら
談4

笑4

で
き
る
生
活
を
目
指
し
た
い
。


